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百七才の天寿 を全 うされた平櫛田中先生

敬
老
会
を
顧
み
て

敬
老
会
実
施
委
員
長

猪

原

五

一

日
毎

に
秋
も
深
ま

り
、
黄
金
の
波
打

つ
季

節
と
な
り
、
何
か
と
ご
多
忙

の
こ
と
と
思

い

ま
す
。
去
る
九
月
十
三
日
、
昭
和

五
十
六
年

度
西
江
原
地
区
敬
老
会
を
実
施

い
た
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
会
員
の
皆
様

に
は
、
多
数

ご
出

席
下
さ

い
ま

し
た
こ
と
を
、
主
催
者
と
し
て
、

大
変
有
難
く
、
さ
ぞ
お
疲
れ

の
こ
と
と
推
察

い
た
し
ま
す
。

な
お
、

ご
賛
同
下
さ

い
ま

し
た
町
内
各
種

団
体
、
並
び

に
小
学
校
関
係
者
、
及
び
余
興

に
ご
出
席
下
さ

い
ま

し
た
皆
様

に
は
、
大
変

お
世
話
様

に
な
り
ま

し
た
。
紙
上
を
お
か
り

し
ま

し
て
、
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
と

共

に
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま

す
。毎

年
、
九
月
十

五
日
を
敬
老
の
日
と
し
て

国
民
の
祝

日
と
定

め
ら
れ
た
の
は
、
た
し
か
、

昭
和

四
十

二
年
と
思

い
ま
す
。

今
の
お
年
寄

の
方
は
、
長

い
間
、
社
会

の

た

め
に
尽
く
さ
れ
、
特

に
、
戦
前
、
戦
時

中

戦
後
を
通
じ
、
た
だ
黙

々
と
し
て
、

あ
の
焼

土
と
化
し
た
国
土
を
、
食

糧
難
を
克
服
さ
れ

ま
し
て
、
血
の
に
じ
む
よ
う
な
生
活

に
耐
え

ら
れ
、
今

日
の
日
本
を
築
か
れ
ま

し
た
原
動

力
で
ぁ
る
と
思

い
ま
す
。

そ
の
お
年
寄

を
、
我

々
町
民

こ
ぞ

っ
て
、

そ
の
労
を
ね
ぎ
ら

い
、
老
後
の
幸
を
お
祈

り

す
る
こ
と
は
、
当
然
の
義
務
と
思

い
ま
す
。

今
日
の
日
本
は
、
社
会
福
祉
に
お

い
て
、

平
均
寿
命

に
お

い
て
、
世
界
で

一、
二
を
競

っ

て
お
り
、
最
近
よ
く
耳

に
す
る
、
高
令
化
社

会

に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
特

に
、
都
市
よ
り

田
舎

に
高
く
、
井
原
市

の
現
状
も
、
全
国
平

均
の
二
十
年
先

の
、
昭
和
七
十
五
年

の
推
定

老
令
者

の
比
率
に
達
し
て
お
り
、
即
ち
、
長

寿
の
市

に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
言

い

か
え
る
と
、
過
疎
の
町
と
言
え
る
か
も

し
れ

ま
せ
ん
。
高
福
祉
す
な
わ
ち
高
負
担

に

つ
な

が
る
わ
け
で
す
が
、
現
在
の
よ
う
な
経
済
状

態
の
と
き
、
特

に
臨
時
行
政
調
査
会
の
第

一

次
答
申
が
提
出
さ
れ
、
財
源
難
の
時

で
は
あ

，
ま
す
が
、
福
祉

の
後
退
や
増
税

に

つ
な
が

っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

我

々
は
、
常

に
高
令
化
社
会

に
対
応
す
る

心
構
え
を
も

っ
て
事

に
接

し
、
物
よ
り
心
と

精
神
面

の
充
実
を
は
か
り
、
お
年
寄
を
大
切

に
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。



国
内

研
修

に
思
う

婦
套

長

北

田

良

子

昭
和

五
十
六
年
度
岡

山
県
婦

人
国
内
研
修
生

と
し
て
、
去

る
九
月

八

日
よ
り
三
泊
四
日
の
日

程
で
新
潟
県

に
ま

い
り
ま

し
た
ｏ
研
修

の
趣

旨
は
婦
汰
教
育

の
指
導
者
を
県
外

へ
派
遣
し
、

そ
の
地
域

の
婦
人
団
体
活
動
や
、
婦
人
学
級

一

に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る
と
共
に
、
婦
人
ど

の
交
歓
を
通
じ
視
野
を
広

め
、
資
質

の
向
上

を
は
か
る
こ
之
で
す
ｏ
派
遣
数
は
県
下
で
十

名
、
県
教
育
注
導
の
引
卒
で
研
修
さ
ｔ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
や

●
　
　
　
　
　
　
・■
・
一

「雪
降
ヶ
一
●
∝
．卜
ｒ
ど
な
に

，
お
い
な
る‐．一

そ
の
新
潟
て
雪
降
る
と
い
ふ
」
吉
井
肇
０
歌
・

を
偲
び
な
が
ヶ
締
潟
に
着

に
な
ら
に
、
岡、
山‐‐
一

を
出
発
し
て
九
時
間
余
ハ
街
に
灯
が

つ
く
頃

で
し
た
。
美
し
い
ロ
マ
レ
を
秘
め
ヽ
豊
か
に

．

水
を
た
ヽ
え
た
母
な
る
河
、
信
濃
の
川
岸
に

立

っ
た

と

き

、

し

ば

し

旅

情

に

ひ

た

な

思

い

が

致

し

ま

し

た

ｏ

新
潟
県
政
会
館
、
音
楽
文
化
会
館
を
視
察

し
、
小
雨
降
る
新
潟
港
よ
り

一
路
佐
渡
が
島

へ
、
ジ

エ
ン
ト
フ
オ
イ
ル
に
乗

り
僅
か

一
時

間
余
、
見
渡
す
限
一り
の
海
原

に
佐
渡
の
島
が

見
え
た
時

、
そ
の
昔
罪
を
背
負

っ
で
滞
ざ
れ

た
流
人
の
悲

し

い
思

し、

が
胸
を
し
め

つ
け
ま

し
ｔ
。
雨
上
り
の
ま
ぶ
し

い
太
陽
は
佐
渡
の

山

々
に
て
り
映
え
、
初

め
て
訪
れ
る
私
達
を

ぁ
た
い
ヽ
撤
理
す
る
か
の
よ
う

に
見
え
ま

し

た
。
●

一

一　
次

々
ｔ
史
跡
を
め
ぐ
り
ヽ
島

へ
追
放
さ
れ

た
順
徳
沃
理
の
御
火
葬
塚
真
野
に
立

っ
た
時

「偲
い
〓
や
デ
く
も
の
上
お
ば
よ
そ
に
み
て

真
野
ら
入
Ｉ
て
↑
ち
は
て
″
と
は
」
の
辞
世

の
句
は
そ
の
．枷
セ
え
で
，
偲
わ
ず
涙
に
く
れ

ま
し
た
。
悲
通
の
み
か
ど
を
し
た
う
か
の
様

に
ず
て
の

一
帯
が
朱
鷺
の
郷
と
指
定
さ
れ
、

「一＊̈
一無争一『〔̈
均榊̈
一̈けつた

た
様
で
す
一
　

´

．

●
■
渡
と．・〓
′
ば
金
山
、
金
山
と
言
え
ば
相

一卿
刹
げ
¨
「

‐ 相
劃
刹
で
婦

，
会
一父
歓
会
を
も

一悩

‘
は
同
じ
婦

人
会

の
高
令
化

「
岡
山

の
皆

畔

一
一一
一
一
゛
て
寸
ヽ

一

一
・＝

口

一番
、
し
か
し
、

颯

達
は

研
惨
■

嘔
十
七
才

と

云
う

年
令
制

限

の
た

め
障
山
ざ

計

令
一化

で
は
悩

ん

で

い
ま
す

‐と

い
う

こ
と
か
ら
、
之

て
も
な

ご
や
か

に
語

し
合

い
を
す

る
こ
と

が

で
き
ま

し
た
ｏ

沈
む
夕

日
が

つ
く

る
ひ

と
筋

の
道

は
、
秘

め
た
る
歴
史
の
き
ざ
は
し
か
、
金
山
の
哀
史

て
ふ
れ
、
お
け
さ
の
哀
調
に
心
ひ
か
れ
、
残

像
を
漁
火
に
映
し
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
み
そ
ぶ
伝

説
の
世
堺
、　
一
寒
村
に
す
ぎ
な
か

っ
た
相
川

の
■
が
佐
渡
金
山
の
輝
か
し
い
歴
史
と
共
に

徳
＝
三
百
年
０
繁
栄
な
え
え
ま
し
た
。

‐し
か

し
、

そ
れ
が
偉
業

で
あ

れ
ば

あ
る
は
ど
、

名
も‐
無

い
人

■
　

ン

や
涙
を
忘

れ

る
こ
と
ば

で
き
ま
せ
ん
。
送
ら
れ

て
き
た
無
宿
人

三
千

人
が
さ
な
が
ら
生
き

て
い
る
か
の
様

に
作
ら

れ
た
ろ
う
人
形
の
動
き
、

こ
の
穴

の
中
か
ら

一
生
出
ら
れ
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
流
人
の
事

を
想
う
と
き
、
思
わ
ず
知
ら
ず
手
を
合
わ
さ
ず

に
は
お
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

手
ぶ
り
見

ぶ
り
も

あ
ざ
や
か

に
踊
る
佐
渡

ぉ
け
さ
、
相
川
音
頭
、
風
光
明
媚
な
尖
閣
湾

七
浦
海
岸
、
そ
し
て
大
佐
渡

ス
カ
イ
ラ
イ

ン

を
下
り
、
史
跡

の
ふ
る
里
佐
渡
を
め
と
に
し

新
潟

へ
帰

っ
て
き
ま

し
た
ｏ

研
修

の
最
後
は
新
潟

の
婦
人
学
級
生
と
の

交
歓
会

で
し
た
ｏ
新
潟

へ
来

て
よ
か

っ
た
と

私
は
こ
の
時
思

い
ま

し
た
ｏ
そ
れ
程
彼
女
等

は
す
ば
ら

し
か

っ
た
の
で
す
。

五
人
の
婦

人

学
級
生
代
表

は
何
れ
も

二
十
代
か
ら

三
十
代

ま
で
、
「
木
馬
の
会

「
三
才
ま

で
の
幼
児
を
も

っ
母
親

の
会

「
ぐ
み
の
会
Ｌ
婦
人
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
「
ピ
ー
ポ
ー
の
会
「
指
人
形

サ
ー
ク

ル
「
新
潟
女
性
史
ク
ラ
ブ
「
子
ど
も
読
書
会
」

い
ず
れ
の
学
級
生
も
す

べ
て
自
主
活
動
、
も

ち
ろ
ん
自
主
運
営
、
だ
れ

に
も
頼
ら
ず
す

べ

て
自
分
達
で
、
彼
女
等

の
自
く

「
自
分

達
は

好
き
で
し
て

い
る
の
で
す
か
ら
他
か
ら
援
助

し
て
も
ら
う
理
由
も
必
要
も
な

い
」
と
の
こ

と
、
と
か
く
私

達
の
婦
人
学
級

は
公
民
館

に

依
存
し
、
む
し
ろ
仕
方
な
し
に
と
云
う
方
が

適
確
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
、
し

っ
か
り
歩

ん
で

い
る
彼
女
等

の
前
向
き
な
姿
勢
は
、
今

の
私
達
‘
最
も
必
要
な

エ
ネ

ル
ギ
ー
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
　
そ
の
中
で
年

に
私

　

】
心
を
ひ

い
た
の
は
、
女
性
史
ク
ラ
ブ
の
活
動
で
し
た

ま

‥
ず
新
潟
の
女
性
を
知
る
た
め
に
最
も
身
近

か
な
自
分
達
の
母
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う

と
云
う
そ
の
結
果
が
、
珠
玉
の
名
編
、
「
窯
の

う
た
、
襲
が
つ
ゞ
る
母
た
ち
の
歴
８

と
云
う

す
ぱ

‐ら‐
し
い
本
の
発
行
と
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
出
版
に
よ
せ
て
次
の
様
に
書
か
れ
て
い

ま
す
“

「
か
は
ど
Ｆ
そ
こ
は
女
た
ち
の
心
０
集
る
と

こ
ろ
ハ
か

つ
て
女

達
は
そ
こ
に
自
ら

の
手

で

火
を
と
も

し
、
残
り
火
が
灰
に
な
る
ま

で
を

見
届
け
て
き
た

「
家
」
制
度
、
男
尊
女
卑

の

社
会

で
と
じ

こ
め
ら
れ
て

い
た
思

い
の
か
ず

か
ず
も
ま
た
、
か
ま
ど
の
中
で
灰
と
な

っ
て

い
っ
た
。
名
も
な
く
ひ
た
す
ら
か
ま
ど
の
火

を
守

り
続
け
て

い
つ
か
忘
れ
ら
れ
て

い
く
母

達
、
女
た
ち
を
洗

い
出
す
作
業

は
私
達
自
身

を
問

い
直
す
作
業

で
も

あ

っ
た
ｏ
今
ガ

ス
電

気
と
火
は
移
り
か
わ

り
、
生
活
は
合
理
化
さ

れ
た
。
だ
か
ら
そ
れ
に
ひ
き
か
え

に
私
達
に

何
を
得
ま
た
何
を
失

っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と

も

に
生
き
抜
く
者
と
し
て
の
共
感
を
こ
め
、

私
達
自
ら

の
道
を
求
め
て
こ
の
本
を
出
版

し

ま
す
」
と
、
今
私
達
は
何
が
出
来
る
で
し

■

う
。
ま
た
婦
人
は
何
を
考
え
ど
の
様
に
生
き

る
べ
き
で
し

ょ
う
か
ｏ
母
と
し
て
、
女
と
し

て
、
妻
と
し
て
賢
明
で
あ
り
、
優
美
で
あ
り
、

温
か
み
の
あ
る
女
の
原
点
に
か
え
り
、
明
日

か
ら

の
貴
重
な
人
生
を
意
義

あ
る
も

の
に
し

て
は
し

い
と
自
分
を
含
め
、
念
願
し
つ
ヽ
研

修
日
程
の

ベ
ー
ジ
を
閉
じ
た
次
第
で
す
。
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歴

史

L.′メ

の

窓

後
月
郡
西
江
原
村

倹
約
申
合
規
定

衣
服
は
質
素

ヲ
旨

ト
ン
、
村
内

の
交
際

ニ
ハ
成

ル

ヘ
ク
綿
布

ヲ
着
用

ス
ヘ
シ

履
物

ハ
成

ル
ヘ
ク
表
付

′
モ
ノ

ハ
購

入

セ
サ
ル
ヘ
シ

親
族

ノ
外

ハ
年
頭

ノ
廻
礼

フ
廃

シ
、
一年

始
酒

フ
禁

ス
ヘ
シ

種
類

ノ
如
何
拘

ラ
ス
、
成

ル

ヘ
ク
村
内

二
於

テ
諸
興
行

フ
為

サ

ヽ
ル
ヘ
ツ

七

グ
年
荒
神
社
神
楽
ノ
執
行

フ
廃

シ̈
、

招
客

フ
為

サ

ヽ
ル
コ
ト
　
・

神
社
祭
典

ノ
節
、
親
類

ノ
外

ハ
成

ル

ヘ

タ
招
客

セ
サ

ル
ヘ
シ
　
　
一

軍
人
ノ
入
営
又

ハ
帰
郷
等

ノ
節
、
送
迎

ノ
礼

ハ
厚
ク

ス
ヘ
キ
モ
（
親
類

ノ
外
送

別
若
ク
バ
祝
賀
ト
シ
ｒ
洒
宴
，
開
キ
招

客
ス
ル
等
ノ
コ
ト
ノ、
為．
ナ
ー
ル
ヘ
シ

出
生
ノ
七
夜
祝
、
誕
生
祝
、
養
子
縁
組

婚
姻
、
年
賀
、
棟
上
、
家
移
、
任
官
、

叙
勲
等
ノ
節
、
親
類
ノ
外

ハ
廃
ン
、
且

ッ
帰
宅
ノ
後
祝
賀
ト
シ
テ
金
品
寄
贈
フ

廃
ン
且
ツ
、
招
客

ス
ル
コ
ト
ラ
禁

ス
ヘ

シ神
仏
参
詣
ノ
時
、
・親
族
ノ
外

ハ
銭
別
ノ

遣
り
取
り
及
ヒ
、
，帰
宅
ノ
節
土
産
品
ノ

五 四 〇七ハ 、

配
付

フ

一
切
廃

シ
、
且

つ
帰
宅

ノ
後
祝

ト
シ
テ
金
品

の
贈
受
又

ハ
客
呼
等

フ
為

ス
事

ヲ
禁

ス
ヘ
シ

親
族

ノ
外

ハ
初
職
、
初
雛
、
半
弓
等

ノ

遣
り
取
リ
フ
廃

シ
且

ツ
、
祝
賀

ト
ツ
テ

招
客

ス
ル
コ
ト
フ
禁

ス
ヘ
シ

死
亡

ノ
節
、
其
死
亡
者

ノ
親
子
兄
弟
等

厚
縁

ナ

ル
親
族
ノ
外

ハ
葬
儀

ノ
前
後

フ

問

ハ
ス
、
総

テ
替
奪
伯
ス

ヘ
シ

死
亡
後
七
日
仕
舞

ノ
時
ハ
親
族

ノ
外

ハ

招
客

セ
ナ
ル

ヘ
シ

死
亡

ノ
時
、
舅
勤

卜
称

シ
、
近
隣
又

ハ
、

仝
性

ノ
者
往

々
会
葬

ノ
慣
例

ア
ル
フ
廃

ス
ヘ
シ

　

　

　

　

　

　

　

　

・

亡
霊
ノ
神
仏
祭

ハ
親
族
ノ
外
招
客

ス

ヘ

カ
ラ
ス
、
尚

ホ
前
晩

ヨ
リ
弔
祭

ス
ル
慣

例

フ
廃

シ

一
日
限
リ

ニ
執
行

ス
ヘ
シ

隣
家
、
懇
意
家
等

ノ
間
習
慣

二
依
り
、

交
際
時

二
行

ハ
ル
ヽ
肴
呼

フ
廃

シ
、
且

ッ
重
箱
入
リ
ノ
品
其
他

ノ
物

ト

モ
遣
リ

取
り
為

ス
コ
ト
フ
廃

ス

ヘ
シ

慣
行

二
依

ル
神
仏

ノ
講
会
等

二
会
員

フ

接
待

ス
ル
ニ
父

成

ル
ヘ
ク
節
倹

ン
テ

費
用

フ
減
省

ス

ヘ
シ

本
村
公
益

ノ
為

メ

ニ
行

フ
モ
ノ
フ
除
ク

外
‥、
総

テ
寄
付
勧
化
等

ノ
募
集

フ
為

サ

ヽ
ル
ヘ
ク
、
尚

ホ
地
ん

ョ
リ
勧
誘

シ
来

ル
モ
′

ハ
拒
絶

ス

ヘ
シ

．

前
各
項
ス

本
村
二
般
誓

フ
テ
断
然
厳
重

ヽ
実
行
ス
，へ
′
ｒ

‐尚
‐ホ
此
類
程
二
掲
載
ナ

キ
モ
ノ
ト
雖

モ
改
良

ス
ヘ
キ

ハ
之

レ
フ

九

改
善

シ
、
廃
止

ス
ヘ
キ

ハ
之

ヲ
廃
止

シ

テ
、
　

来

ノ
慣
例

フ
矯
正

シ
、
且

ツ
諸

費

ヲ
節
省

シ
以
テ
、
経
済

ノ
保
持

二
勉

ム
ル
コ
ト
フ
要

ス
、
若

シ
此
規
定

二
惇

一戻
シ
分
限

二
超

へ
、
奢
移

ノ
行
為

ア
ル

者

ハ
財
政

ノ
餘
裕

ナ

ル
ニ
基
因

ス
ル
モ

ノ
ト
看
倣

シ
、
本
村

二
対

ン
相
当

ノ
責

務
を
免

カ
レ
サ

ル
モ
ノ
ト
ス

附
　
本
村
民

ハ
公
私

ノ
別

ナ
ク
、
互

ニ

集
会
時
間

ノ
励
行

二
勉

ム
ル
コ
ト

附
　
則

此
規
程

ハ
大
正

三
年

五
月
十
六
日
ョ
リ

施
行

ス

此
規
定

ハ
大
正
三
年

五
月
十
六
日

ヨ
リ

起
算

シ
、
満
十
ケ
年
間
実
行

ス

其
期
限
満
了

ノ
節

ハ
更

二
申
合

フ
為

ス

ヘ
キ
モ
ノ
ト

ス

大
正
三
年
五
月
十
六
日

後

月

郡

西

江

原

村

ギ

ー

ギ

ギ

ー

ー

ー

ギ

ー

ー

ギ

・

Ｉ

ギ

甲
山
八
幡
神
社

秋

季

大

祭

大
当
番
　

飛
　
田
　
利
　
雄

（東
新
町
）

〇

一
一

′
・
′
ヽ
′
ヽ
・

第
十
七
回

地
区
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
八
月

二
十
三
日
）

西
江
原

チ
ー

ム
大
健
斗

男
子
（
準
優
勝
）

一
回
戦

　
西
江
原
２
１

０
荏
原

二
回
戦
　
西
江
原
３
１
１
高
屋

決
勝
戦
　
西
江
原
０
１

２
井
原

女
子
Ａ

（
準
優
勝

）

一
回
戦

　
西
江
原

２
１

０
高
屋

二
回
戦
　
西
江
原
２
１

０
青
野
Ｂ

決
勝
戦
　
西
江
原

０
１
２
井
原
Ｂ

女
子
Ｂ

（
惜
し
く
も
敗
退

）

一
回
戦
　
西
江
原
Ｂ
ｌ
１

２
井
原

Ａ

第
十
九
回

井
原
市
民
体
育
祭

十
月
四
日

（
日
）

成
績
左
記
の
通
り

地  区 順 位 得 点

尿
部

原

汗
出

荏

県  主
倉

江

屋

原

子

野

上

江

之

稲

大

高

西

木

青

野

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

‐
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湖

畔

の

私
た
ち
の
郷
上
の
松

の
緑
を
片

っ
端
か
ら

喰

い
荒

し
て
い
る
松
喰
虫
も
、
名
前

に
お
そ

れ
て
い
る
の
か
、

こ
ゝ
立
戸
池

（小
角
）
の

ほ
と
り
片
山

日
三
夫
さ
ん
宅
の
は

い
松

『
太

平
の
松

』
は
樹
令
は
お
そ
ら
く
百
五
十
年

は

下
る
ま

い
と

い
わ
れ
る
名
木
、
ま
だ
そ
の
被

害
は
受
け
ず
至
極
健
在

で
見
事
な
枝

ぶ
り
は

昔
か
ら
定
評
も

あ
り
、
道
往
く
人

々
の
目
を

た
の
し
ま

し
て
い
る
。

手
入
れ
も
年

中
念
入
り
に
で
き
て
お
り
、
池

に
映

っ
た
姿

は
殊

に
す
ば
ら

し
く
、
近
頃
、

写
真
に
撮

る
若
者
、
写
生
を
楽

し
む
児
童
た

ち
が
と
み
に
多
く
な

っ
て
い
る
。

名
｀

木

一
文
芸

の
泉

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

戸
倉

佐

藤

人

重

子

霧

ふ
か
く
深
夜
の
道
は
定
か
な
ら
ず

ス
ピ
ー
ド
落

し
道
確
め

つ

降
り
し
き
る
雨

の
中
を
ば
山
畑

に

夫
と

二
人

で
栗
拾
ひ
お
り

西
江

原
公
民
館
観

月
会

（
五
六
、
九
、

〓
こ

中
町

原

田

は

る

を

ペ
チ

ュ
ニ
ヤ
に
遊
べ
る
虻
も
月

の
も

の

挿
し
添

へ
て
月
の
供
華
と
し
吾
亦
紅

中
町

定

光

愛

子

寺
庭
の
無
月
明
り
を
猫
よ
ぎ
る

壽

森

山

啓

子

尼
寺
の
縁
に
く

つ
ろ
ぎ
月
を
待
つ

夕
顔
に
少
し
欠
け
た
る
月
出
で
ぬ

東
町

槙

井

喜

美

子

水
掲
げ
て
来
し
車
の
花
月
を
待

つ

野
の
花
を
豊
か
に
活
け
て
月
を
待

つ

寺
戸

定

光

た

ま

絵

虫
の
音
に
包
ま
れ
な
が
ら
月
を
待

つ

尼
さ
ま
の
風
呂
焚
か
れ
を
り
月
を
待

つ

戸
倉

佐

藤
　
　
操

月
の
出
る
方
に
向
ひ
て
客
設

´
　

　

　

戸
倉

佐

藤

多

癸

子

山
寺
の
薮
蚊
怖
れ
て
月
を
待

つ

月
の
出
を
待
ち
を
り
心
と
き
め
き
て

戸
倉

宗

一局

勝

恵

石
垣
の
温
か
さ
背
に
月
を
待

つ

お
団
子
も
お
茶
も
戴
き
月
を
待

つ

才

児

時

雨作
者

才
児
通
れ
ば

さ
ん
ざ
ら
笠

に

音
も
た
て
ず

に

雨
が
降
る

++++や

中

本寸

甲

陽

雨
ぢ

ゃ
ご
ざ
ら

ぬ

才
児
稚
児

の

お
吉

ほ
し
さ
の

涙
　
雨

登
る
山
路

夜
露
が

つ
ゝ
み
や

美
山
街
道
は

山
時
雨

わ
け
て
さ
び
し
や

男
女

の
池
は

雨
に
煙

っ
て

み

ん́
や
せ
ぬ

一予

一

市
の
文
化
祭

公
民
館
長

よ
り

お
礼

井
原
町

　

山

中

カ

メ

ラ

店

（山
中
　
慶

一
）

こ
の
た
び
、
第

一
頁
掲
載

の
平
櫛
田
中
先

生
の
写
真
額
を
ご
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
紙
上
を
か
り
て
厚
く
お
礼
を
申

し

あ
げ
ま
す
。


